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今日のコンテンツ
• 第3期SIP課題「サーキュラーエコノミーシステム

の構築」の概要

• SIP課題における日本版DPP「PLA-NETJ」

• SIP課題における情報流通のためのガイドライン
案

• 特に消費者を念頭においた情報伝達・開示につ
いて



• その有用性から日々の生活において必要不可欠なプラスチックを主な対象とし、
幅広いステークホルダーが連携した循環型のバリューチェーンを構築する。

• 特に全ての物質の流れ（フィジカル空間）をデジタル情報（サイバー空間）にて可
視化する分散型システム構築を目指す。

• 併せて、企業・消費者の行動変容に取り組むことで、サーキュラーエコノミーが
社会に受け入れられたSociety5.0社会の実現を目指す。

第3期SIP課題
「サーキュラーエコノミーシステムの構築」の概要

https://www.erca.go.jp/sip/sns.html





SIP課題における日本版DPP「PLA-NETJ」（NEC）



SIP課題における情報流通のためのガイドライン案
（野村総合研究所）

プラスチック情報流通プラット
フォームの構築ガイドライン0次案
（ディスカッションペーパー）
https://www.erca.go.jp/sip/pdf/a201_20250127.pdf

＜当面、考慮すべき標準等＞

• ISO/TC323 PCDS(59040)：製品循環データシ−トに関する
国際標準化（検討中）

• Catena-X：自動車産業のサプライチェーン間でデータを交換・
共有するためのプラットフォーム

• IMDS(International Material Data System)：自動車産
業界向けのマテリアルデータシステム

• 海外のDPP



本ガイドラインで考えるデータ連携のカバー範囲（X to Carを例に）





本ガイドラインで考えるデータ連携のカバー範囲（X to Carを例に）



特に消費者を念頭においた情報伝達・開示について

• SIPサーキュラーエコノミーにおいては、消費者の意識・行動変
容は重要課題に位置付けられている。

• ただし、PLA-NETJやガイドライン0次案においては、対消費者
の観点は、まだ盛り込まれていない。

• 地球研班が「プラスチックの適切な資源循環システム構築に向け
た消費者等の行動変容に係る実践的研究」を担当



日本人の環境
意識・行動レ
ベルは顕著に
低い

MMDLabo（株）が運営する
MMD研究所がGMOリサーチ
（株）が提供する海外パネ
ルを利用し、日本（東京）、
アメリカ（ニューヨーク）、
フランス（パリ）に住む20
歳～49歳の男女を対象に
2023年2月15日～2月20日ま
での期間で調査を実施
https://news.yahoo.co.jp/articles/
c0d7c6de7c40190e8dc205fa2133f0be6c
8f63a3



消費者が選択できる環境配慮の選択肢が少ない

→パリの一般的なスーパーや薬局
では、環境配慮型（プラ3R＋
Renewableを含む）の歯ブラシが、
一定の売り場を占める

日本では半分以上の人
が、環境配慮型の歯ブ
ラシを使ったことがな
いが、
ブルガリアやフランス
では、7割くらいの人
が、使ったことがある

安藤 悠太, GENOVA Dima Kirilova, 浅利 美鈴：歯ブラシを例とした日本・ブルガリ
ア・フランスの消費者の環境配慮意識・行動アンケート調査、廃棄物資源循環学会論文誌、
研究ノート、35 巻、p. 73-82（2024）、DOI 
https://doi.org/10.3985/jjsmcwm.35.73



（6）論点③︓HRLの改善に関して

「プラスチックの適切な資源循環システム構築に向けた消費者等の
行動変容に係る実践的研究」

プラスチックの循環システム構築を題材に
持続可能な循環型の
消費・生活文化を作るための
道筋を示すこと
↓

本SIP事業への貢献
〇事業への理解促進
〇社会における主流化へ

循環によるSDGs（人権等を
含む）貢献

社会システムを変革する仕掛
け、制度、発信の在り方を追求

地球研班のミッション

習慣・価値観を変えて、文化に
できるか？



→より選ばれ、さらに、高く買ってもらえるようには？

（6）論点③︓HRLの改善に関して仮説①そもそも、行動の選択肢が少ない！

→結果① 選択肢は生まれつつあり、買う人もいる

• 環境配慮性を訴えずに、同価格・ほぼ同じ見た目の新旧品を隣り合わせて販売

• 再生プラ使用製品に対する消費者のデフォルトの受容性を測定

• 京都市内3店舗において、16日間の売り上げ個数割合を比較

⇒ 消費者は素材の差をあまり意識しておらず、販売実績に大きな差はなし

例） 無印良品「再生ポリプロピレン入りファイルボックス」

研究事例①再生プラ使用製品とバージン材製品の併売実験



（6）論点③︓HRLの改善に関して仮説②再生プラの意義がわからない（伝わらない）

→結果②-1 適度な解説で、より伝わり、選ばれる
研究事例②-1 欠陥を前向きに説明した情報訴求の効果検証

• 情報提供の度合いに応じた選好調査（北大・奈良女大）

• 選択肢として「再生プラ規格外品」「再生プラ規格内品」「バージン材品」の3種類

• 提供する情報を「詳細」「簡易」「なし」の3群を用意

詳細情報「商品に汚れのように見え
る、黒点、色ムラが生じますが使用
上問題ございません。」

情報に関係なく、再生プラ規格
内が最も選ばれている

詳細情報になると、再生プラ規
格外の選択率が大幅に増加



（6）論点③︓HRLの改善に関して仮説②再生プラの意義がわからない（伝わらない）

→結果②-2 「人権等への貢献」が、より響く
研究事例②-2 環境・人権情報の評価及び、情報訴求による支払い意思額調査

• ストーリーを伝えることは、支払い意思額の向上に貢献する可能性がある。
• 消費者は、環境影響よりも人権影響「児童労働」の削減に対してより魅力を感じ支払い意思額が高

くなる。★人権問題等への貢献を、より高めるようなプラスチック循環システム構築へも、助言・
提言可能

• 「再生プラスチック」であるというだけの情報はあまり訴求せず、環境や社会にどのような良い効
果があるかを示すことが、購買意欲を高める上で重要である。

• 再生プラスチックがもたらすESG上の影響を評価（昨年度）
• 消費者がどのくらい価値を見出すのか、また、プラスチック再生のストーリーが消費者の購入選択に影響を

及ぼすかについてWTP調査(web調査、n=600)
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→複雑な因果関係があり、相当の時間と知見を使った社会的な変革の在り方

は？ ＋ 今、できることは？

※行動変容にまでリーチするには、パーソナルメディア（口こみ等）が重要

（6）論点③︓HRLの改善に関して仮説③価値観や習慣が変わらない

→結果③-1 変えるには、相当の社会的な変革が必要
研究事例③-1 プラスチックや環境問題に関する意識・行動WEBアンケート調査

環境問題について家族や友達と
話す頻度

→日本人は、環境問題に
ついて、ほぼ会話しない
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→京都府・市教育委員会

との協定、教員向け研修

や修学旅行生の受入

（6）論点③︓HRLの改善に関して

19

仮説③価値観や習慣が変わらない

→結果③-2 学校教育への働きかけを目指す
研究事例③-2 学校×地域教育プログラムの開発及び実証

• 無印良品京都山科店×京都市立安朱小学校（5年生）で「サステナブルな消費

者になる」ための教育プログラムを開発・実証 【実施中】

• カリキュラムを公開し、水平展開

• 京都市右京区の廃校「ことす」に、プラスチック資源循環に特化し

た展示及び学習プログラム「プラ・スクール」を開設

• 「プラのきもち」ゲームをリリース



消費者にもDPPは届くのか？京テキ・スタイルプロジェクト

• 万博ではプラ製レジ袋使用、原則禁止→眠っているふろし

きを活用しよう！

• タップすると、素材やお手入れ方法などの情報だけでなく、

寄贈者からのメッセージなどにもアクセスできる
【回収】地球研、ふろしき研究会ほか→【お手入れ】NPO加音 西京極作業所、NPOせいらん

福祉会→【DPP】（株）digglue→【販売】京都物産出品協会「おこしやす京の小路」


